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令和5年5/18稚内会場・5/19枝幸会場

主体性とは何か

北海道教育大学旭川校 芳賀 均

例年、各地域でテーマになること、ささやかれること

例年、テーマになること、ささやかれること

①少人数での主体
的、意欲的、対話
的な授業のあり方

②見通しをもった
授業をする学習過
程のあり方

②←シンプル・定型に固定すべきことと
①←多様な広がりを大切にすべきこと

「理想の授業」は、どんな授業・・・？

それは、子どもたちにとっても、「理想の授業」・・・？

・子どもたちが先生の発言を素直に聞いてくれる
・先生の筋書き通りに進んでいく
・先生が教えたことを子どもたちがどんどん吸収する
・テストをやってもみんなが高得点をとる

・・・・等々

そんなこといったって、子どもたちの将来のためにも、
教えておかねばならないことがあるのでは！？それは、子どもたちにとって、
本当に必要なこと・・・？

「教師にとって成功したことを表す最
も良い姿は、子どもたちが教師があ
たかもいないような状況で物事に取
り組んでいることです」・・モンテッソーリ

知能
とは？

学力
とは？

そもそも

楽しいことは、最も大切。主体的に学ぶ態度の源泉

※消費的な娯楽ではなく、生産的で創造的な楽しさであること

学校での お勉強は・・、

将来のため、ではなく、今のため！

今、まさに役立っている。今、まさに楽しい！

楽しさを「手段」にするのではなく、「目的」にすること

当事者の現在と未来の生活をどれほど豊かにするかという視点

発達した能力の現実的な展開・具体的な発揮→生活への価値

楽しいことは、最も大切。主体的に学ぶ態度の源泉

※消費的な娯楽ではなく、生産的で創造的な楽しさであること

学校での お勉強は・・、

将来のため、ではなく、今のため！

今、まさに役立っている。今、まさに楽しい！

楽しさを「手段」にするのではなく、「目的」にすること

当事者の現在と未来の生活をどれほど豊かにするかという視点

発達した能力の現実的な展開・具体的な発揮→生活への価値

○その子がどのような世界観を
もち、周囲の世界をどのように
見ているかを想像すること
○その子が実感していることを
リアルに想像すること
・・・・教師の「自身の色眼鏡」の自覚
→それが出発点（自身の価値観と向き合うこと）
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ご提示いただいた「ポイント」について検討してみましょう

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）、
②見通しをもった授業をする学習過程のあり方（わたり、ずらし/学力差が大きい場合など含む）

学習リーダー

意欲的

主体的（後述します）

対話的

見通し

わたり・ずらし

学力差が大きい

・・・・・・・・・・話し合えばいいの？ 何を考えれば、話し合えばいいの？

・・・・・・・・・・もっとやる気を出せ！といえばやる気になるの？ やりたい！とは

・主体性って、そもそも何なのだろう 子どもの？ 教師の？

・・・・・・なぜリーダーなんか必要なの？ がんばったらいいことあるの？

・・・・・・・・・・・結末の分かる学習って意味があるの？ 何についての見通し？

・・・・・機械的にやるべきか、小渡りのように柔軟にやるべきか？

・・・・・学力差がなければ授業はうまくいくか？ みんな違っていいのでは？

ご提示いただいた「ポイント」について検討してみましょう

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）、
②見通しをもった授業をする学習過程のあり方（わたり、ずらし/学力差が大きい場合など含む）

学習リーダー

意欲的

主体的（後述します）

対話的

見通し

わたり・ずらし

学力差が大きい

・・・・・・・・・・話し合えばいいの？ 何を考えれば、話し合えばいいの？

・・・・・・・・・・もっとやる気を出せ！といえばやる気になるの？ やりたい！とは

・主体性って、そもそも何なのだろう 子どもの？ 教師の？

・・・・・・なぜリーダーなんか必要なの？ がんばったらいいことあるの？

・・・・・・・・・・・結末の分かる学習って意味があるの？ 何についての見通し？

・・・・・機械的にやるべきか、小渡りのように柔軟にやるべきか？

・・・・・学力差がなければ授業はうまくいくか？ みんな違っていいのでは？

思考とは何か

・何を話せばいいの？
・【学習する】「考える」とは「分ける」こと！※

・先生と子どもたちとで、普段から対話

※松尾豊『超AI入門』

ご提示いただいた「ポイント」について検討してみましょう

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）、
②見通しをもった授業をする学習過程のあり方（わたり、ずらし/学力差が大きい場合など含む）

学習リーダー

意欲的

主体的（後述します）

対話的

見通し

わたり・ずらし

学力差が大きい

・・・・・・・・・・話し合えばいいの？ 何を考えれば、話し合えばいいの？

・・・・・・・・・・もっとやる気を出せ！といえばやる気になるの？ やりたい！とは

・主体性って、そもそも何なのだろう 子どもの？ 教師の？

・・・・・・なぜリーダーなんか必要なの？ がんばったらいいことあるの？

・・・・・・・・・・・結末の分かる学習って意味があるの？ 何についての見通し？

・・・・・機械的にやるべきか、小渡りのように柔軟にやるべきか？

・・・・・学力差がなければ授業はうまくいくか？ みんな違っていいのでは？

やる気の原動力は何か

・やりたいと思えることってどんなこと

ご提示いただいた「ポイント」について検討してみましょう

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）、
②見通しをもった授業をする学習過程のあり方（わたり、ずらし/学力差が大きい場合など含む）

学習リーダー

意欲的

主体的（後述します）

対話的

見通し

わたり・ずらし

学力差が大きい

・・・・・・・・・・話し合えばいいの？ 何を考えれば、話し合えばいいの？

・・・・・・・・・・もっとやる気を出せ！といえばやる気になるの？ やりたい！とは

・主体性って、そもそも何なのだろう 子どもの？ 教師の？

・・・・・・なぜリーダーなんか必要なの？ がんばったらいいことあるの？

・・・・・・・・・・・結末の分かる学習って意味があるの？ 何についての見通し？

・・・・・機械的にやるべきか、小渡りのように柔軟にやるべきか？

・・・・・学力差がなければ授業はうまくいくか？ みんな違っていいのでは？

主体性とは何か

・主体性とは「積極性」と「自立性」

全員参加型の授業づくり
――みんなでひとりを支えても個別指導になる

（個々の能力が引き出される＝個別指導と同じ効果）

全員の発言や発表が授業に組み込まれている

活動内容がよく見えれば、的確な指導を意図的に行える

子どものコミュニケーション力の向上が思考力向上に

建設的な批判・意見を出せる雰囲気をつくる 「積極性」と「自立性」

例）様々な角度の挙手

例）紆余曲折が全部まとめに入っている

例）今やっていることが先生が一目で判る

全員参加型の授業づくり
――みんなでひとりを支えても個別指導になる

（個々の能力が引き出される＝個別指導と同じ効果）

全員の発言や発表が授業に組み込まれている

活動内容がよく見えれば、的確な指導を意図的に行える

子どものコミュニケーション力の向上が思考力向上に

建設的な批判・意見を出せる雰囲気をつくる 「積極性」と「自立性」

学びの動機付け 【感情が動く働きかけ】
学習方法の工夫 【聴覚・視覚への工夫】
行動や発言を引き出す 【表出のさせ方の工夫】
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ご提示いただいた「ポイント」について検討してみましょう

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）、
②見通しをもった授業をする学習過程のあり方（わたり、ずらし/学力差が大きい場合など含む）

学習リーダー

意欲的

主体的（後述します）

対話的

見通し

わたり・ずらし

学力差が大きい

・・・・・・・・・・話し合えばいいの？ 何を考えれば、話し合えばいいの？

・・・・・・・・・・もっとやる気を出せ！といえばやる気になるの？ やりたい！とは

・主体性って、そもそも何なのだろう 子どもの？ 教師の？

・・・・・・なぜリーダーなんか必要なの？ がんばったらいいことあるの？

・・・・・・・・・・・結末の分かる学習って意味があるの？ 何についての見通し？

・・・・・機械的にやるべきか、小渡りのように柔軟にやるべきか？

・・・・・学力差がなければ授業はうまくいくか？ みんな違っていいのでは？

何を導くのか
・「仕切る人」？、「教える人」？
・（例：合唱のパートリーダーは？）

へき研のテキストより

学習内容
より
まとめ役

へき研のテキストより

へき研のテキストより

へき研のテキストより

学習内容
より
まとめ役

（※これらについては、具体例に関係す
ることを詳しく後述します）

ご提示いただいた「ポイント」について検討してみましょう

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）、
②見通しをもった授業をする学習過程のあり方（わたり、ずらし/学力差が大きい場合など含む）

学習リーダー

意欲的

主体的（後述します）

対話的

見通し

わたり・ずらし

学力差が大きい

・・・・・・・・・・話し合えばいいの？ 何を考えれば、話し合えばいいの？

・・・・・・・・・・もっとやる気を出せ！といえばやる気になるの？ やりたい！とは

・主体性って、そもそも何なのだろう 子どもの？ 教師の？

・・・・・・なぜリーダーなんか必要なの？ がんばったらいいことあるの？

・・・・・・・・・・・結末の分かる学習って意味があるの？ 何についての見通し？

・・・・・機械的にやるべきか、小渡りのように柔軟にやるべきか？

・・・・・学力差がなければ授業はうまくいくか？ みんな違っていいのでは？

方法の見通し

・何の見通し？ お勉強の内容？
・学び方、学習のパターン
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ご提示いただいた「ポイント」について検討してみましょう

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）、
②見通しをもった授業をする学習過程のあり方（わたり、ずらし/学力差が大きい場合など含む）

学習リーダー

意欲的

主体的（後述します）

対話的

見通し

わたり・ずらし

学力差が大きい

・・・・・・・・・・話し合えばいいの？ 何を考えれば、話し合えばいいの？

・・・・・・・・・・もっとやる気を出せ！といえばやる気になるの？ やりたい！とは

・主体性って、そもそも何なのだろう 子どもの？ 教師の？

・・・・・・なぜリーダーなんか必要なの？ がんばったらいいことあるの？

・・・・・・・・・・・結末の分かる学習って意味があるの？ 何についての見通し？

・・・・・機械的にやるべきか、小渡りのように柔軟にやるべきか？

・・・・・学力差がなければ授業はうまくいくか？ みんな違っていいのでは？

基本の構造

・型は、そんなに重要か
・型には、どのような意義があるか

（※後述します）

ご提示いただいた「ポイント」について検討してみましょう

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）、
②見通しをもった授業をする学習過程のあり方（わたり、ずらし/学力差が大きい場合など含む）

学習リーダー

意欲的

主体的（後述します）

対話的

見通し

わたり・ずらし

学力差が大きい

・・・・・・・・・・話し合えばいいの？ 何を考えれば、話し合えばいいの？

・・・・・・・・・・もっとやる気を出せ！といえばやる気になるの？ やりたい！とは

・主体性って、そもそも何なのだろう 子どもの？ 教師の？

・・・・・・なぜリーダーなんか必要なの？ がんばったらいいことあるの？

・・・・・・・・・・・結末の分かる学習って意味があるの？ 何についての見通し？

・・・・・機械的にやるべきか、小渡りのように柔軟にやるべきか？

・・・・・学力差がなければ授業はうまくいくか？ みんな違っていいのでは？
学力とはそもそも何か

・学力差がなかったならうまくいくか？

・・・・特別扱いではない。
みんな違う。でも、みんな友達。

改めて、今回の研修のテーマ

「授業での悩み」について聞き、今年度の講座
で学びたいポイントをまとめました。学びたいこ
とは、主に「子どもが主体的になる授業」で、そ
の実践のために２つのポイントにしぼって講座を
開きます。ポイントは、①少人数での主体的、意
欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育
成含む）、②見通しをもった授業をする学習過程
のあり方（わたり、ずらし/学力差が大きい場合
など含む）です。

そもそも「学習」とは何か？
人間自身がやるということの意味は？

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）

意思表示・指示伝達
効率的な授業運営につながる

・・・・その分、内容に広がりを、時間を

子ども→先生の授業合図
・発言するとき ・問題が理解できないとき
・質問したいとき ・早く終わったとき
・何をするか分からなくなったとき ・・など

先生→子どもの授業合図
・次の教科書該当部分を黙読するとき ・問題集を解くとき
・友達と答え合わせをするとき ・友達と議論するとき
・友達と発表し合うとき ・・など

授業の段取りや合図の教室掲示 学校全体で定型に
・・・・教師の個性は別のところで発揮

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）

●間違いの入った解答集。ウソの答えはいくつ？なぜ間違い？
・結局全問解かねばならなくなる
→まだ解き終わっていない子に、〇〇と解いたら間違うよ、と教
える活動

→単に形式的な操作が得意なだけの子に
ならないために

判断→思考

早く終わる子の学習や発展学習の工夫
・定着ワークシート ・副教材 ・市販教材
・ICTやウェブ上の教材 ・・など

●答えを先に提示し、後から考え方をたくさん出させる
・機械的に解答（・・回答）するだけの学習から脱却
→解くのが速い子が、単に形式的な操作が得意なだけの子に
ならないために

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）

●複式の時間を有効に使う
・授業前の授業準備（挨拶～姿勢。

・・・・これは大切ですが、実は、「不意討ち」の効果も

・用具、実験道具、‥等の使用法をきっちり考える＆教える

・ルール、マナー、 ‥たとえ機械的でも

●情報収集・基礎単語の調べ方
・辞書、辞典、資料集やウェブ‥未知のこと等

・過去のノート、教科書‥等既知の内容の確認や積み重ね等
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「間違いは宝」を本当に実践する工夫を。
間違う子の気持ち、状況、事情が分かるというのが本当の理解

「分からない」をごまかさないこと
→自分を大切にすること→自立
→ストップの要求「分かりません」
→「分かったことは何か」

間違いはできるだけしない
ほうがいい→間違いを勧め
る「どうすると、その間違い
が起きる？」

①少人数での主体的、意欲的、対話的な授業のあり方（学習リーダーの育成含む）

授業の現象の見直し
・分かったことの報告→分からないことの共有へ
・解き方や正解の確認→分かり方の違いの共有と相互説得へ
・知識の蓄積としての教科内容理解
→他者理解の森を通った先の教科内容理解へ

授業の方法の見直し
・意見をまとめる→用語や言葉を共有しつつ自分の意見を語る
・議論する、とにかく話し合う
→聴いているだけでも学びになる。具体的操作や試行錯誤

・分かる子どもが分からない子どもに教える
→自分とは異なる考え方、分かり方、躓き方を知る
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言葉の力

②見通しをもった授業をする学習過程のあり方（わたり、ずらし/学力差が大きい場合など含む）

間接指導時の話し合いルール
・討論内容の選択、挙手等の発言方法、話の聴き方、司会進行
の手順、等

教え合い・伝え合いのルール
・「説明してください」「答え合わせをしよう」等、分かった
子も説明することで、さらに自分が理解できるように

間接指導時の子どもたちだけで進めるルール
・黙読、音読、等の多様な読み方や、調べ活動、まとめや発表
の方法、等のメニューを整理して掲示‥選択と実行を子どもたちが

②見通しをもった授業をする学習過程のあり方（わたり、ずらし/学力差が大きい場合など含む）

掲示する

子どもたちも展開を知っていて進める
・「型」は、だから重要

異学年への発表をセット
・緊張感の確保
・発表の工夫の必要性
・上の学年の指導力の活用

同時間接指導の場面の活用
・指導や展開づくりに余裕が生じる
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・広がる課題・自己内対話の起きる投げかけ（もし○○だったら～）

・内容のまとめだけではない、やったことのまとめ
・ホワイトボードやクリップボードの活用
・紙や模造紙＝ぶら下げて毎回振り返れるように
＝学んだことは資源・学習のパターンも身につく
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様々な
「まとめ」が
生まれる

あと話 まとめ 内容２ 内容１ はじめ 題名 キーワード

事実

心情

⑤ ④ ③ ③ ② ⑥ ①

作
文
・
学
習
内
容
の
理
解
の
万
能
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
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環境を整えることの重要性

「どうも！」程度の
細かいポイントを
コツコツためていく
班ごとにやってもよい
→そのまま通信簿の生活欄

〇全てを綴じてあるか
（学芸会のバック絵さえ！）

〇このファイルを生かしたことがあるか

環境を整えることの重要性

前の自分を超える！
苦手や克服したことを

書き込む

班名や役割の決定から
達成度と

達成の方法を書き込む

結局、これらは、評価の問題学級内の図書コーナー

個人用でも
共用でも

付箋を
いくつ
つけた？

その付箋を活用して
ゲームや学習を開発

しよう！

査定方法（採点方法）を考える＝教師のセンス・力量の大きな部分を占める
→その採点をどうするか＝例）玉入れ、運動会の応援合戦
※評価は大切といいながら、大学でも、その方法の講座があまりない

個人スコア→通信簿の所見
学級スコア→みんなの楽しみ

・理解の仕組みに沿った「丸つけ」

・合理的に力が付く
評価法

合理的

「金メダル」 「銀メダル」 「銅メダル」

「かっこいい・バッチリ」「実用上問題ない」「読める・ワープロは打てる」

「積極性」と「自立性」が
高まる工夫を具体的に！

令和5年5/18稚内会場・5/19枝幸会場

主体性とは何か

北海道教育大学旭川校 芳賀 均

ご清聴ありがとうございました



2023/5/8

9

参考

情報提供：動画・書籍

総合的なふるさと教育

STEAM教育

宗
谷
発

宗
谷
発

宗
谷
発


